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イiillli<i:とが流１１川た11iif，府illlが水卜}｢に雌洲した状態で序

（'韮栄物に影響を及ぼす聯合と，イ:w[',成分”－i＃'1が水し,』に

溶解し生ＩＩｊｌ１に影響を及ぼす場合とが考えられる辱懸濁した

石idlと溶解した石illlを厳密に区研できない臘合があるが．

ここでは瀞１W(した成分（以下，水滞＃|:l11ji分）ｔｉｌ１心にその

』l：物に対する,1j性をiillIliすJibためのｿｱMiを示す蝋なお，人

)j阯棋なｲ｢ｉｌｌ１流山鞭,|itの多くが獅域で起こっていあことか

ら・ここでは海産生物に対する毒性評価法を解説す為。

５．１水溶性画分の調製方法

1）水溶性画分

水瀞Ｉｌｉｌｍ分とは，ｆ｢ｉ１Ｉ１とｉｌＭ（をillL合してiIjL水,,Ｉに．,LnII，

成分が十分溶解した状態の榔水部分のことをいう。しか

しこの海水部分には微粒’で懸濁している↑１，１滴を含む

こと力謬いことを念頭に置いておく必要がある。この水

溶性ll1li分の調製ﾉﾌﾞ法億，龍にAI1dcrson`/(ﾉﾉ8（１９７４）の

〃汝に鱗処した。ここで｣|iいあ淵↓はでき為,Ｉ(1)ガラスあ

るいはステンレスの朧な表uliが不柵性のものを｣|｣いる。

(1)調製.〃法

石油と海水を’89の割合で混合する露この際、厩,,［

などの比鮫的粘性の低い石油でl土混合割合を容読で

1：，とすることができ為が､iiIj'M;のiWjぃcirilllなど

(ナホトカ腓流１１１両１１１もこれにｲ１１ｺ1）では符1itではなく

重駐で調製せざるを線ない噂このことから垂風で汎介１iリ

合をＩ：９となるようにする｡この割合で混合した石仙

と海水にテフロン製撹祥子をスオＬ室温で20時間．ゆっ

くりとj鰹|§す為cAndeTSongr(｢/、（1,74）によれば，腱

排卿転数は蝋１１，ﾄﾞの識ⅡLfl；じあ渦の深菩が水深の軍％以下

になるようにする、となってい易‘が．粕{'|[の揃いciR1111

の場合このような渦を生じさせるためには回転数をⅢ当

迩<する必要ｼﾞｳ爵あり，過剰な１，１転数となる可能性力秘る鯵

このような場合．龍じた渦に軍?１１１が巻き込まれ騒穏度の

回転激に調綜~為。２０時MIIの撹排の後．イ｢illIと海水が分

離するまで雌Ｉ１ＲＩＩＩ制11jIlliillvtすあ。イ｢7111と分１Mtしたilii水

を，イ｢'１１１がihL合しないようサイホンで抜き収[ハガラス

ウールでろ過したものを水溶o性凹分とし，必要に応じて

ろ過海水で希釈して以下の生態毒性試験に１１jいる。

(小'|'他．Ｉ,り8)｡このため，↑''1処:HMI1iM合水辮'1|【iilji分を

別に柵製してそのjil･Ａｌ【物噸'211を'ﾘIらかにすあ必典がああ、

(1)調製ﾉjr法

｜|的とす為府illlﾘiiとその処｣Fli1ﾊﾞﾘを雄のＩｌｉｌ合〔処１ＭＵ

の仇｣|｣ﾉJ法にｲｊ１ｌｌｌ１ｌｉｉに対するＩｌＩｋｲＩｉ｢j１１;が淡示さ)Ｉしている）

で派』|Ｌ,十分に汎介した隣，こ(/)illL合物と獅水をいり

のｉＩｌＩ介で混介す過興その後は上１Ｍ)〃法と同抓に,llllluを

行う。なお，処｣Mﾊﾞﾘが共存していあことでｉｌｉｉ水とｲ〃[lllMl

は分側|【し難いため、鮒慨llfMiIは１１聯１１１礎度ではｲ<|・分で

あり，必要に応じて111WⅢを処｣量する。また，処Jl1ﾊﾞﾘで乳

化してIlllbIli[’となったｲii1llMiiが加水''１に多く獺剛してい

あため，ろjlllのためのガラスウールの'1[|:を多くしてflll処

､11月Ｉ楓ｆＭ(瀞llklm分を,iilMLする。

3）水溶性画分の油分測定

水群'111両分のflll分をilU施す為ﾉｱ法はいくつかあおが’

ここではjrM(IM1iiiWkが強いとざｌＬ勘〃if$鵬ﾙﾋﾞ化ｲ（獺（以下

PAlFl）（AnderHonGlﾋﾞｨﾉ.、’９７△１，丁h()ＩＭｓｔ１ｎ〔lB11ditl〔&IrdL

1995）の総‘機嘆を比!'庇l1biiijll1IにilIll定できるlGOSS法

(詳細は11-6.6.1を参照）によって7111分をiM定すぉこと

表ILS・liiiilllilll水沸MililIi分のｉＩＩＩ分職'1＃礎化（`'811俊に企
ＭＩＬ水）
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表11.5.Zilll処JlMiﾘi11L行水群i'liI'11分の7111分雑ＩＭＩ愛化（換水
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2）油処理剤混合水溶性画分

イiilll類が流lllしたji》合．ｉ{ｌｊ上での雌１１tをｲ1il雌する'１１１１９で

しばしばｆＩＩ１処耶jillがIIlWijされることがある。例えば'997年

７月，東京湾でのダイアモンドグレース号の鰯lIi流出半故

では多量の処理剤が駿布された。処理宵Uを散ｲｉＬた場合，

水中に存在するｲﾏ紬の状態の変化することが考えられ，

その結果．イｉｆｌ１ｌの対4k物賑性が麩化する'１｣能'’１【がああ
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れの莇0％になる濃度（medianef佑clivEcoTlcenlr2I[ioll

EC50）を求めるものである。

拭験2k物樋は，lJlhiili物質に対する悠受|ＩＩが,１．iい，iii晴

しやすい．。ｉ|#時人手できる，などの逃走染''1:を;,MljLす乙

必要がある．_恥石油成分に対する感受性の'１１１ﾘjして

いる我が１劃沿岸の生物種ほぼとんとずい意いことから，現

時点では飼育しやすくて常時入手できる「実験室で継代

jiiilffが71.能】航を中心に試験趣を選定した。ｈＫ物プラン

クトン以外の試験生物についても１１Ｉ嫌に選定した。

(1)試驍種

我が国近海に分布し、その培養が比較的容易な臓物プ

ランクトン種を表正三.３に示す。

とした。この〃法でi''1分をｉｌ１Ｉだした例(ナホトカ号Ｃ壇

flll水瀞性I111i分）を炎ILS」艇ぴIL5ユに求十。

このillU定'１１から|ﾘ]らかなように．水勝`''1:lilli分及びilll処

｣〔''1(11汎介水辮IHl:、分からi川型したi(験水ＬＩ１のf111分は１１洲ｌＵ

と共に減少していあ。これはｲｲilIl成分⑪徹生物分解，光

分解及び:|iii諾によるものがその‐部であるが．水ＩＦに懸

濁していた祈１１１１類の搬粒子の水lliiへの分離もその・部で

ある百リサに１１１１処靴ﾊﾞﾘ混合水溌性両分でのi111分減少は．後

廿による部ﾅＭ《多いと巻えられ患。ｉ111分が上きく蕊111Ｉす

る場合．流水式iij(験（i111分一定のiMl験水がjMr時流人）が

理想的であおが’１１１１分一定の試験水を多鼠に鋼製するこ

とが難しいため，‐定期１１１)で試験水の・部あるいは令部

を交倣すあ｣'二止水式試験あるいはiii(験水の交換を行わな

い11二水式試験を鍵施す坊(ｸﾘが１世も多い。いずＩＩＬのﾑﾙ行も

ilIl験水１１Ｍ)i１１１分｛よＩｉＭ雌lrT1illI定し，その平均l1iを求める。

５ユ生態毒性試験法

ここでいう生態鐘１４;試験は，ノ|{態系を'１１１成する各栄護

段ＩｌＷの代龍的生物．つまりliI[!|カプランクトン，，IMI物プラ

ンクトン及び｣(ＭＨ，に対す為イiflll成分の形WWを,１１[Ｉ１ｌｉす船

ものでああ。さらにこのｉＭ鮒:では，ijlf川した'1W'１１がilリ

岸に標祷した｣吻合，大きくｌ膠1MＩｌさｵLるとｲｹﾞえられるlT1般

類及び貝類に対す窓11}ﾀ郷評ｲllliも行う。

表ＩＬＳ.］櫨物プランクトン拭凧鰭iiIリスト
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これらの種類のLPで，別ｊｅｊｍ"ｌご/０１及びＳ･ど“ｊｆｌＭＪＪ

はしばしば生態毒性試験で用いられる極であるが．;ｉｔ物

プランクトンd土民に対するＰ）、の砥''112（EC50）遊iWi

liilした戊々，jml:先（l拠村・小１１１，１９１８）によ！しば，111<’

115」に示すとお【)iiiZ鷲よりＰ./'ｲﾉﾉｗ/の1,A}Iに対

する感受性の`高いことがlnlらかになった。石iliI流Ｉ！｣jjiLMHl

1）植物プランクトン

｜i([1Wプランクトンによ為化､1M》'1|:ilIlUl険峻は，水濡lJl;|l1li

分及W111処｣''1%１１M崎水瀞l1IllllIi分をjun1iな11Ⅲｲｬで:術W(した

試験水にプランクトンをⅡ{1ｍし．そのＪ|{｣:とが対１１M区のそ
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に分布するプランクトン種及びそれぞれの極の石iIIl成分

に対する感受性を考噸の'二，試験和を選択するのがﾂ《ま

い､。

(2)プランクトン｣欝瀧法

辿）堵jIu

試験種となる植物プランクトンの継代培養は．表Ⅱ5.4

に示すＷ２驍地で可能である。

ぃノｌｉ長illU定繊

1111物プランクトンの/|(｣ＥｉⅡⅢﾋﾞ1二は，iIlⅡ鰯Ⅲ雄、ク１.ロ

ブ「ルilll唯，il1llⅡlullkillU)世，ｉｌｌｖｉｖＵクＷロブ,'ルiUt光illlI定

などの方LIiが蝿約⑥ｉｌｗＭ〕クロロフ1ルfit光illll定法は，

蛍)(C)'6度Ｉｉｌ（'ﾀﾞ'１えぱTLImcrLlcHIgllI11(】(ｌｃｌｌ()-()051《〉が

必妥となるが．illll定法がiii似であ}〕Ｉイパの談験粁のｉ１１

ｖｌｖｏクロロフイル倣)1bを紙11＃｢'9に総り返しillI定でき為

'１il｣ＪｌｊＭｌ<ああ。したがってiIwiv()クロロフ「ル蛍)billll定

法では啓機Elilえで純})返し激と''1数のHIlllWiijW〈３～ﾗｲﾊﾟＪ

をｆＩｋｌ１１ｌｉすゐ。そのIlLのillI定溌では||”|｣なilII定機Ｈｌ卜を必蝶

とはしないが，ｉＩ１Ｉ定する１１１１激（Ｉﾀﾞﾘえば2鰐１，息18,72及び,６

時間の41,1）と同澱の試験管が必要‘あおいはil1ll筵に１１#

|Ⅲがかか為，などのIllllIIu点があ鞠。杵illU定IllllUのllWII)返

しilllilkIlW)12｣刎|}(を求め，これをそlLぞ:ＩＬの[|＃'１１１のiIlhif

lihとする。

・ロノＥＣﾖ()のi↑けMﾉﾉ汝Li1wiv()クロロフ「ルliltjWIlUjl1f

法を例にして説1ﾘＤ

実験終「朧，以「に示したＯＥＣＤガイドライン（化

fit1Wl検術|"会，1984）に従い，IlIiWzlプランクトンに対す

あ水i制'liil1Ii分あおい(よilll処｣''1(llilt合水滞'21二lllli分のIilC5(〕

を求める。

表ILS,４１ｺ/２｣制(kのjMIJjIi

Fノユ培｣111１１』：Ｗ２ｍごlKllの制|JAZ

ＮａＮｏ．凹万Iｎｇ

ＮＲ１Ｈ２ＰＯ４２Ｈ２ＯＯｍｇ

Ｖｉ風ｍｉｎＢＩ。 ０．JIg

Biolil】0コ/(：
Thi[ｌｍｉｎｃＨＣ］１０〔)ノJ：

Na1SiOI(ｌＨ｡０lOmg
lY2memrl： １ｍ／

80％海水ＩＯＯＯｍＩ

(海水800,催蒸留水2001,,/）

ＮかＥＤＴＡ。ＨＴＯ

ＣｐＳＯ４７Ｈ１Ｏ

ＺｎＳＱ,７１･I2O

MI1CIg皇lHP

CuSOl5ll』O

Nll1M()OoI2H1O

海水

４．４Ｈ
－

Ｉ１ｍｇ

ｍｍｇ

ｌ８０１ｎｇ

７，１９

フｎｌｇ
ｌノ

②端鑓粂fl：

照度3500～50()()lux，I411flllllリル8時lIMllW研IjlILilHI災

２０°Ｃのインキュベータ内で培養する鯵

（３）毒性試験

試験は，試験期間中換水を行わない11:水式試験法で実

施する。

．.「試験水ilW製

「ｺﾞ.Ｉ水溶性､i分の調製方法」で洲製した水溶性山分

及び杣処理剤混合水祷性両分にオートクレープした濾過

海水を加え．希望濃度の氷ifiF性両分濃度を識製する雪な

お、隣接する試験区の濃度比は２以下とする。次に仔濃

度ｌｘ８０ｍ/にjML．２０ｍ/の割合でＦ/２聴地の栄迷塩

鵬縮液をljllえ作成した端地を３０，ﾉずつキャップ１１.きＩｉｆ

験管に分注する。したがって元の水溶性lu1i分及び汕処ＪｌＭ

剤混合水溶性画分の相対濃度を100％とすると，Ｗ２添

加培地の扣対濃艇は80％となる壷石油成分暴露区の他

に．対照区として水溶性1111i分及び71h処H|駒1111&合水溶Iwlili1i

分を含まない辮地を作成する。

侭濃度区は３～５本の線Ｉ)返しからなI入谷試験樒仁

前濡菱してXil数増殖j1ljに達したプランクトン塔繼紘を加

える。添JUl1する植物プランクトンは，試験水中の初期訓

胞数が約lO4cclLs/ｍ｢となることが望ましいが，スリ･数増

殖)､に達した蠕鍵液を試験液仁の鰍合３０ｍ/）の］/５０

添ljllしてもよい。

②培養条件

照度3500～３０００lux，１４時間lサル８時間暗周期．温度

20゜Ｃのインキュベーク内で培養する。

③実験期間

髭験jU]問は961MPliHriとする｡

両fｍＦＷｎＥＩｌＬＮＷ
－－－－－－－－二二－－－■■Ⅱ■ロⅡ■－－■－１■－－■－■■￣■｡￣￣￣￣￣甲＝￣￣Ｐ￣￣￣￣￣＝￣■■
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■■■￣■ﾛ■■'■●￣のﾛ■■●￣￣■■●■■’■■●■￣｡■●■■’■■ロﾛ■■■
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璋rIlKI1r）

図１１．５．２Ｍ物プランクトンｊＭをIlII衛(

Ｗ【I

図Ⅱ､ヨユに示すように，締ｌ１ｌＩ定'１*１Ｍ｣におけるｉｌｗｉｗ１

クロロフィル蛍光測定IiHからh((物プランクトンの４１畠長111｛

線を求める。各濃度区の』|昌蕊'111線のＴｌｌｉｌｌの１，機を求め，

その膿１隻との関係からＥｃ５０を求める。イヒ蜂1111線下のmi

lWi（Ａ）は．次式'二J２１)Iili,#弓】-る。

Ａ＝ｌＮ１－Ｎｕ)/2Ｘ[,＋(ＮＩ＋Ｎｇ－２Ｎ()〕ﾉｭＸｌｈ－ｌＩ)＋

…＋(Ｎ卿」＋ＮｌＩ－ｚＮＩ,)ｘ(ｌＩ１－ｔ１１－Ｉ）

ここで．

Ａ＝IilWl1l

NⅡ＝拭験i)'1始時（１，１〉のilwiv[)クロロフイル11t光

Ｎｉ＝(,||#のinviv()クロロフィル蛍)上

Ｎ,,＝『１，時のinviv('クロロフィル斑)上

［,＝試験|)lJlMi後臘初にｉｎｖｉｖｏクロロフィル蛍光を

ＩＨＩ定した'1割IIiI

lm1＝１１(l胸H1始後11[''111にiIwiv(】クロロブイル1M)脳

4s



①試験水調製

「5」水溶性１１m分り)調製ﾉﾉ法」で調製した水i制'|ﾐIlIli分

あるいはilil処J1I1剤Iilil合水瀞性１m１分のｲl1jbMlt腱を100％と

してこれを順次ろ過海水で希１１〈し，Ｊ）↑たの鵬腿のilj(駄水

を調製する。なお、膳蟻する試験値の膿腫比はＺ以rと

する＿また．交換する試験水の油分が，前の試験水の↑'１１

分と近似していることを換水前に確認し，必要があれば

試験水の希釈割合を変えるなどして試験水の１１１１分iWl終を

行う。

②試験条件

水温を２０℃に保つ。

唾7.i”mSjdpDflmlSは，照度IOOO1uX蝿度，１２Ⅱ#{}|］

明暗周期で飼育するｕ

Ａａ,ﾉﾌﾞｉｆｌｏ"ＩＣﾉｲﾉは．Ｉ[ｌＮ度１(〕()()lux以Ｆ１ｌ２ｌ１#l}l11jIllW

HillUjで伽満する。

醗素飽和度は60％以上とす患。li1肱'1'，イ｢lillIh1li分の分

解などによ{'ハノ1〈中溶･'1F酸素濃度の著しい低|ざが予想さ

れるため，試験水にごく微量の|駿素を皿気して|峨譜飽和

瞳を60％以'二にする必要があゐ。窄気を皿気してこの糸

'|:を述Ijll；す為にはｲIrIiIiI《のj”(力f必要となIATTflll1l11i分

111のIi1I諾成分が急辿にlili鵜1-翰織ＩＩＬが勘1)，こ}|しを雌け

ればならない。

③試験難問

鱗体を用いた場合，４８～,6111F問とする。ただし，ノウ

プリウス幼生を用いた｣鮒合はユト時Ⅲとす為。

③試験法

iilM製した試験水を入れたガラス秤|M卜に，ＩｌＩｈｌｊ(Jlz物を１０

～2,個体入れる。供試個体はできる限りサイズをiiiiえ

る。

試験水中加分は表lL5」あるいは'1.5.2に示したと

おＩ)．経時的に減少すること力彰えられることから，ビー

カーには適当な謙をするとj1iに，Z411Mllll1ああいは4S11fllリ

後に試験水の・部あるいは全読を１挺水する。この隙，｜)（

試プランクトンは．痛めないようピペットなどでM,「たに

調製した試鬚水に移し蓉える。

９６時間の試験期間中．換水を行わない（１Ｍ⑪上紙験）

｣Lﾙ合でも，水ｒｒＩ溶存麟素臘度の著しい低ＭＬＷｌ１１分の低

「を｢'1能な|災i〕lMjぐ必繋があ為。このたMj・iljMij鋼:に,i】（

験水．供試プランクトン及び酸素を入れ，糟|寵した総ｉｆ

験終了まで観察する.

２４，４８，７２及び,6時間後にllL談|&１体のｆＩ勇化の判定を行

い，各濃度Ⅸの累積死亡数を算&IＩする。UIiHN刑(｜【の咄ililj

:lil朧がl；iⅡ|｣↓ではHiliill;な)吻舎には，爽体M1(iliR蝋などをⅢい

て行う。なお．試験'|'は＃１１(物プランクトンの添力'1を行わ

ないため，絶食による苑とも生じあ。このようなil1liと(|,１１｜

体が多くなるとTEしい結果が得られないため，jiMl食によ

る対照lえの死亡率が'0％を越えたMlifT，そのデータは｣|ｊ

いない。（111殻類，貝)lmi及び1ｶM$iでもllIlHt）

をil1U定した|聯１１１１

であ患。

粉爽醗柵&腿|入における１１１物プランクトンの'1a健111鴎辮

(Ｌｊは次式によ'jil･猟すあ。

1A＝(Ａｃ－Ａｕ)/AｃＸ１００

ここでＯ

ＡＣ＝対11MＫの４２腿lill綴ＦのiiiWi

AI＝仔爽験M1L腿1ﾍﾞの4:｣史１１１１線下のlniiY（

でああ。

「|然数IMlにLl§便１１[磐率､対数111111にi１１１分をとった片対数

グラフ'二に符瀧腫|ｘのil1')定価をプロットし，直線になる

部分について|uⅡ11111'[jiMLを求め、’八＝５０となる濃度を
BC50とすあ鋤

2）動物プランクトン

動物プランクトンによあ生態撒性祇験法は．水溶性ｌｕ

分及び↑[|]処ｊｌ１間|｣ilt椅水勝１，|Klilli分をjIm当な割合で希釈した

,洲腕水にプランクトンを入れ，その/kﾘ聯〈が50錫にな為

MIL腿（】１１cd１１M】ＭｈｌＩ１ｃ()nccnlI'【l【it】l)IC5()）を求めみも

のであゐ`，オ《た，｜此'''１M|§物の5Ｍ,〃ｊ１ｉｌ１Ⅱ)（例えば遊泳行

動など）が|I勝され為鵬腿（EC5()〉を水ぬることもで

きあい

（１）試験（'１ｔ

｝]上が回沿鰍に生｣i1.する｣Ⅲ｝物プランクトンのｲ｢flllMli分に

対すあ嘘愛Ｉ４ｉは'ﾘ｣らかで(よないが，尖ｌｌｊＩ察での継代jii流了

がⅡJ能職Iuiとして．７７N"[)PIj,vﾉfjI/"",ｆｍｌＭｆぴ,la7l7i(！
｡川("ﾂﾞﾉが挙げらｵしる。

(2)刺育法

供試個体は．試醗にｌｌｌｉ寺ろまで以1｢の灸１１:で】週間以

1名子IiIll飼育す為嘘

ｌｈＩｌｍｌｌＩト

ソwiHiffﾉﾉＭﾉﾉﾋﾟｨﾉJpwiMJはプラシナ擬ｿｾｒｌｍＦｃ/",ｉｓ
ｌｅﾉﾉＴＩＩﾉﾘ②/‘で，ＡｆｗﾉﾌﾟﾉﾋﾟI()"I(ﾉﾉｿﾞﾉはノープリウス1ｍをハプ

ト藻ＰａＭ,wJ/'lfA`ノゾで，コベポダイト期を鴇鞭毛藻

PﾉＵＪ･“αﾉlrJTTﾉ〃〃ｒｎＩ""I'"『でそれぞれ飼ffが可能である。

(ｲ<下・１Ｍ{i久，’9981

②jiiIfif灸'1：

イ(髄をｚＯｏＣに|稲つ゜

Ti81ﾉＷＷｌＪﾉ1Ｗﾉl/Ｍｖは‘１Ｍ(庇１０()0lux畷度，］2時間
明暗間jU1で飼育する。

Ａ(wﾉﾌﾟﾉｨﾉ｢)"'"'･ﾉﾉは，照腿１０()()ｌｕｘ以下．1211刑H1[U]llif

｣/illll｣でjWil徹す為。

(3)リドIVl{,ljlu肱

・定!U]１１１１（多くの｣蜥令24あ緒いば4811#'１)I）で換水を行

う半'１二水式試験法あるいは,|jL水を行わない,|x水式試験法

で試峨を塊施すお金

－４６－



止水，半止水式試験いずれの場合も，－濃度|え当たＩ）

２１Ji1以上の複数のガラス容緋で試験を行うことが望まし

い｡，i`ｌＭｌｉｉ水'I1iill分のillI定は祇験'111鮒[l'imii1（あふい(よ|脚水

直後）と試験終ｒｌｌｆ（あるいはwljL水|ぱｌｉＩｉ）に行う。

⑤ＬＣ５０の計算〃法

実験終「後．各濃度区の平均累積化亡数を算Ｈ１する卿

次に．以下に示したＯＥＣＤガイドライン（化`鵲tli'１|Wit徹

|i剛会1984）に従い．ｊ]iI物プランクトンに対すあ水滞1''１

lllli分あJi6いは↑111処｣ⅡUﾊﾟﾘ#iL合水辮WLlllii分のLC5(）［または

EC50）を求める。

Ｌ画０はグラフ法，プロビット法などの計節方法に

よって求めるがプロビット法ではＬＣ５０の信頼限界も

同時に算出可能である。・方，グラフ法では例[し5.3に

示す識''11''１１線のように．片XilW(グラフを)}岬て締Ⅲ旭'1ｹ

ｌＩｌｌにおける紫秋ﾀﾋﾟﾋ率及び水群性''１１i分あるいは＃111処jlMl1

混合水浴性l11li分のflIl分からＬＣ５０を求める。遊泳１１１１害な

どを指標にした場合，図lL5ろに示した議性１１１線の累植

死亡率を累糒遊泳阻害率に変え．ＥＣｺﾞ()を求めKI。

ヒチIIlMi1筒:するｎ

１ｌｆｌｌｉｌ１ｉト

エピ川W11行＃Ⅲ'}ああいは術iM(アミを，iij:lljlii'IjllIl{1Ｗ・

する岡ただし，iiJlMjil)I1llfliiiⅡからiMiMjiI11にかけて総lill1は

行わない。

②飼育条件

いずれも流水甑上水lWで伽ffすゐ。

クルマエビｊＩＷｆ遡水ilⅡ}・が２０～ﾕ8《IＣ（||小水j)ififtilii(IiL

ii典１%会，１９８()）でああことから，そのmlfi水ｉｌｌ１ｌは25,ｃ

前滕とする魁また，′|､砂i1ilIを水｛IMI鯛'1にⅡkいておくとス

トレスが少ないようであ為燗

アシナガモエビモドキは，ji1青水ilill9.5～22.6°Ｃで

lij:'f1iFが行わｵLることかＩⅢ１Ｍ､となってお|〕（「.lj(llL

l997)，そのjlilTⅢfﾉlKilhlは２０．Cliil縦とす蒲。

(3)脈性紙験

一定期|}'１（多くの｣粉介2農↓ああいは4811#lllI）でMりくを↑１%

う半止水式試験法あるいは換水を行わない１Ｍ(成拭醗法

で試験を進施する。

のﾎﾟﾊﾞ験水iiM腿

「5」水糯'1Ｍ１分の,Ｍｌ製ﾉﾉ法」でillliMLた水瀞ﾄﾞ11,分

あるいはiIlI処｣〕'1)ﾔﾘ服介水群''１iII1j分のＩ１１吋膿I壁を10()％と

してこれを111面次ろ過iIlj水で７W釈し，所定の漉度の試験水

を調製する。なお、隣接する濃度陸の比は２以|｢とす為迩

また，動物プランクトンとlTil鰍に，換水時には１１１１分１１１１Ⅱ|腱

を行う、

鷺ル(験条｢ト

クルマユピ及びアシナガモエビモドキのiMu恢水iM{よ，

それぞれ2ｓ及び２０°Ｃ孫膜とする。

酸素飽和度を60％以上に保つ。試験中，；ｒＴｉｌ１Ｉ成分の分

解などによ'〕．水IIi瀞Ti:碓鑛挫隣の勝しい低「が了ｊｕｌさ

ｵしるため．絨験水にごく微|itの繊維をjⅢ虻して箙蕊飽＃１１

度を60発以上にす為。

１ｌｘ春密度は，伸奴０．６９までのクルマエビで()･２２ノノ
以下．体重０．０３ｕまでのアシナガモエピモドキで(1ｺ

g//以下が適当と考えられる。
鰊試験IlUIlI{Ｉ

４８～9611#'１１１とする。

③棚(験法

洲製した試験水をそれぞれガラスピーカーに入れ・サ

イズの揃った供試個体を1()lM11ｲf以上これに人jlLる。以

下。動物プランクトン試験とほぼ1$Ⅱ概であるが．換水時

の移し緋えばタモアミなどによ')，i1iili('1川|ｲ:を'1》つけな

いよう行う。

アシナガモエビ．クルマエビなどの{IIi拭ﾉﾋ物の１１'でで

きる限り小型のIlJi体を選別し，試峨に１１|；す為。

急性瀧性試験ⅢＩは給餌しない。全長２３ｍｍ（|ｲ〈jli

0`()６９）以上のクルマエビ，全｣覧I()''１ｍのアシナガモ
エピモドキでは,611#lllll11締iilllでも対11M|凶は命<妬亡しな

IIllmIEE8IlIⅢ｜

唖）

／ヨ０

二二J>’
７
Ⅱ
ｌ
１
ｌ
Ｉ

ＬＣｍＭｌ汁NlKk窪Ｉ挽

回Ｗ-5.3動物プランクトンなどの供試4k物'二hi-する識生llh認例

3）甲殻類

(、試験Ｉiii

我が脚沿ﾊ&に生胤し，雌性iiiWFi：などにｌＩＭｌされていゐ

代表的li】殻類として．クルマエビ（PB"“I(Jj”o）ＪｒＥＩ（３）

力挙げられる＿また種苗生産が可能となったアシナガモ

エピモドキ（zJ217mmlws九ﾉｲﾉ｢,りＪｗな）も試験種として
挙げられる。しかしクルマエビは実験室での雛代飼育が

難しく，入手ijJ能な１１ｻﾞﾙjが限られている。さらに拭験jl1

に脱皮したIbl体の化学物段に対する感受性が耕し<変11iＩ

するため，未脱皮個体との間に感受性鑑が生じることが

報告きれてい恵一（立石・端，１９９７）

アシナガモエピモドキは，種苗生産力可能とな{)，作

間を通して入手できるIil~能性がある。（「城仙‘1,9s）ま

た．化学物ＩＩＴに対す為!ik愛性に形獅す潟可能性のああ脱

皮は，本征親個体でI6-l8llに’１m'とそのｌ１ｌｊⅢ'が永く

(千原他1997)，脱皮による感受性鍵ｶﾖzkじにくいこと

から，隼態毒性試験に適しているものと巻えられる。

〈｡）劇育法

供試棡INKは，試験に供するまで以下の染|ＡＩ:でｌ過'19以

４７



いずれの種類も試験開始前Ｈから試験ﾄﾄﾞにかけて総ful

は行わない。

(３１肱性試験

一定川lHj（多くのJMI｢街型あるいは481朧'１１）でｌｉＭ《を行

う半'１二水式試験法あるいは換水を行わない１Ｍ(jﾋﾙ(験法

で試験を実施する。

⑳試鑿水調製

「ｺﾞ.１水涛ﾄﾞ|:両分の調製方法」でilM製した水瀞Ilkl11ji分

ああいはflll処理刑腱合水溶性iMll分の｛Ⅱ対鵬l腱を100船と

Ｌてこｵしを順次ろ避海水で桁l1il〈し，所定の臓腿の,|f戦水

を調製する言なお，篠接する臘度区の比は２以「とする。

童た．動物プランクトンと同様に．換水時には’111分IiM1U膿

を行う。

②献験luIMj

4S～,61|#l1ljとすあ。

③試験条件

試験水はヨ０ノとし，16時|MII腓８１'ｻﾞ11111111f灸↑|:で水ｉｌ１Ｉ

２２ｏＣ程度で試験を行う。

酸素飽和I鷲を(io兜以I弓にlhLつ。誠l1IiiIjl'，イトilll成分のﾀｊ

ｌＩ１などによ1入水'|'iW:櫛搬索膿腫の耕しいＩＩｆｌｆがfiuさ

れあため，試験水にごくi}1t1,1:の'１M：紫をjl雌〔して'１１２鑓ｉｉＭ１

度を60錫以上にする『

各水槽に供試生物を１０個体ずつ入れる。ただし，」|Ｉ行

密度をｸﾛｱﾜﾋﾞで(189//以~|ﾏ,ｱｺﾔｶﾞｲで1.2ヅノ

以下，ヒオウギガイで１．３９〃以「とす為。

（１）LC5()の111ﾂﾞi:〃法

動物プランクトンと['ﾘ嫌い方法で猟１１lずる・

いことが雛認きれてお[）（１ＭJ他．1998.1999)．これ

らのサイズ以1%のllM体をＪ１]いZ,ことによ'入，611荊Alまで

の撫紺Ａｌｌでのｉ１ｊＩ賊はⅡ｢能でああ

エビ伽はⅢl皮を行うが．脱皮した(|剛体の化学物傲に対

する感受性の,断まあことが雑告（立石１１h．1998）きれて

おI汎脱皮lljl体と木脱皮IlA11tﾄﾞの死亡率を分制して考える

(例えばllHｲｲ【容器）などのI:犬が必鍵である。

③ＬＣ５０のi}猟方法

１Iilj物プランクトンとliiljliiiの〃法で鰍川する｡

4）貝類など

(1)試験ｉｌｉ

Ｈｉ,ilriは‘突醗案での$,１１代jMfrはIillしいため,鑛殖鰭蒋

からl'h人でき為IMilliiを''１い約。

巻きIlではクロアワビ．＝枚'1ではアゴヤガイ及びと

才,）ギガイが鋤''[さ))しておＩ〕，人手が容易である。また,

アサリは逆ｲﾄﾞIlli苑さIILてお()，入'２は瀞易である｡なお、

アワビは水,wMlf耐にⅢ､ｲifしたままﾀﾞﾋﾟL:するためとに死｣'i'｣定

がｉｌｌＩ“〈，アサリはjiil存｣ｊＩｌ｣jfのjuilllkな変lm1'#に長１W'''１W’

澱してしまうため,水１１１のlllhl1物Pt</)|M課lMiを樫け１１'':いな

どのllll1uLIAiがあ為が，ここで'よ巾ｗｗＩｌとして逃走す為。

この他にベントスでああイシイソゴカイもiliIMli止物とし

て利)Uされつつあ聡。（鵬艸他，［,98）

(2)洞行桜

桃#ｔＩｌｌ１ｌｌｲﾐは，liAI腕に'１'（す約まで以'fの糸''；で’山'１M以

|:了IIllnilfj「す渦｡

（,｣迎搬〃法

拭験に],沖翰↓↓ﾘＭＭＩしぴゴカイは業粁から''w入するた

め．その迦搬方渋を以Iどの池I)とずる・

ヒオウギガイ‘クロァヮピ●アコヤガイ及びァさ'ナリは’

１１１↓冷ﾊﾞﾘなと,で２()℃｣ｿ「に保ったＮＭ〈に雌蕊を対人ある

いは旭女(しながら辿搬する。（騰''.''u’１，９s）また゛ヒ

オウギガイを除く',Lの''#Niは，ｉｌｉＭ（を含ませたスポンジ

で挟み．クーラーボックスなどのmLilii容器に入れて保冷

剤で２０画Ｃ以下に保ち．輸送することもできる。

ゴカイは鍵航業稀がｿﾐ施すあように．おがくず｢'１にゴ

カイを入れ！’航送十豹‘

２縛縫ﾉﾉ沙

業Hfhll､ら１１W人，巡搬したＩ１１ｉｉ１ﾊﾟｲ'M体は，試験に供す為ま

で以「の条件で僻鑓する。

水温22.Ｃ程度に|jl(った術蝋あるいば流水海水'+'で'６

Ⅱ#ＩＨＩリル８ⅡMllW茶Ⅱ:でimTfすゐ論

アワビリ)iil1lよ化ｗノメ及び】'ｊｌ１けワビ'}'ペレットとす

あ。こう1-1シギガイ艇びア.U・リは‘ｉｌｌ:を|縦いてiii述の灸ﾄﾞ'二

でlkiiji水｢１１でjiliff1-る。

ゴカイは，ｗﾉﾄﾞ'｣をリル､たiWi猟式水ｌｌｌｌ（底而ろ過）ある

いは庇Ⅲiから排水寸獅jlf水火水''''１で，「'7Ⅲiゴカイmji｢｢を

投Ij､して群ｶﾞＩとするⅢ

5）魚類

(1)試験魚類

可蝋弧

毅が極1沿岸{二生.|aするillj瀧魚で弧I1lIi41ﾐ唾などに』&為(１１

締が行われ，生態議性試験に利jijIU能な魚1iiiは’マダイ，

シロギス及びアミメハギカ拳げられる゜さらに沿牒域で

採取が容易なボラなども試験魚として挙げられる。これ

らの魚穣の化学物質に対す為感受性の荷いことが縦苫

(小'''他，’''２；髄vTo洲，’'9ﾗ）さ）'しておI)，飼櫛あ

おいは入手の容勃害の弊ならず、化学!|吻働に対す為蝋妥

性からも柴態藤性試験魚として適していむものと桧えら
れる･

さらに日本近海に生息する魚祇ではないが，、仔ｗＭ(ＪＵＩ

の飼育が奔笏で実験寵iﾉｫで容易に数|''代の洞脊が,ﾘ能な

1KW'Ⅱとしてマミチョグ（１１Ｍ（‘１９リリ）及びジ.ｗメダカ

が挙げられ窓。また，」雁難IMIにIlr蝶である，ｌ:池のｉｌｌＵ験

蝋が入手できない等の迦'１１でこの他の魚Ii1itを｣Ⅱい為こと

も可能である。

②）試鹸魚の大きさ

－.雛に化学物litにAl･すあ感受J''１iは，試験ﾉﾋ物０)初IUIﾉ|【

－４８－



活段階（ﾊﾟliL緬では稚仔漁期）が最も商いといわれてお

Ｉ)､イTilIl1Wiに対する試験でもこの||制Ⅲの｣上物をJlJいあこ

とか望ましいｎただし，，6111;|Ⅱ｣WA贋の趣`|，Mji性i''1111MJでは

紙Miiﾐ''１に総jilIしないため，jiMliLによあ化亡が起こらない

繼度の大きさの試験生物を用いる。例えば，マダイは

０．１８９以上，シロギスは0-119以上，アミメハギは０．３

９以上でできる限り小形のilHl体を用いる.

(2)刺青法

Ij1lｽﾞﾙlillllllSは，ｉｌ)(験にIjliすあまで以rcﾉﾝ糸|'|:でljUllll以

|ﾆｰizllllf飼育する。

ユノ餌料

海産魚稚魚川配合飼料を，毎日適当旦投７.する。ジャ

ワメダカにはアルテミアあるいはテトラミンを投与す

為｡ただし.試験'１１１蛸i術11から誠Mji''１にかけて総IWは行

わない。

②飼育条件

マダイは水ｉｉｉ２０°Ｃ程度で，流水式水穂で飼育する。

シロギスjfぴアミメハギは水温２３～26°Ｃとする。さら

にマミチョグ及びジヤワメグカは，それぞれ水温２０°Ｃ

撫腫及び２６゜Ｃ秘度で飼育すあ。

いずれの伽樋も161聯IHIﾘ]・ＳＩＩ制llllMf条'1:でiii存す為。

(3)毒性試験

①試験水調製

「5」水溶性iwi分の調製方法」で調製した水溶性凹分

あるいは;,１１処１１MﾊﾟﾘｉｌｌＬ合水溶性１１１１１分の獅対鵬庇を100％と

してこれを''1(i次ろ過獅水で布ルル、所定の鵬度の,ｌｊｗｌＩ水

を調製すろ。なお．隣接する濃度|Zの比は２以ｒとする。

調製した試験水をそれぞれガラスビーカーあるいはガラ

ス水槽に入れ，供試生物を10個体以上これに入れる鯵以

下．』EII物プランクトン試験とほぼ１，１様であるが．換水時

の移し絆えばタモアミなどによ')．供試''１(ilEを１町つけな

いよう行う。

魚類を｣Ⅱいた試験め場合，祷側】容器での試験が脳雛で

あI〕油分の著しい低「を防げないことかも'上水式試験は

行わず，開1iirijｳ容器（ガラス水犢）を｣Fflいて半止水式試

験を行う。なお．流水式試験の場合，ｆ111分を一定にする

方法が１Ｍi必してはいないため，ここでは12'１１水火iii(験を

１１k鍵す愚。，Ｍｚ水火試験では．エ|あるいは4811ｹﾞlll1iiiiに,ｉｆ

験水の‐部あるいはｆｉ曹部を交換する．

、I能であれば・濃度区当たり２個以上の複数の水欝で

試験を行うことが望ましい。試験水ＬＭ[１分のiⅢ定は試験

耐始ii1i:iii（ああいは鵬水ilh:後）と試験終了時（あるいは

朧水IIL〔IMi）に行う。

②試験条件

試験水温は，飼育灸'1:と同様とする壁

酸素錘印度を60％以上に保つ。試験中・行f1ll成分の分

解唾どによi)ＭｌｉＬｌＩ｣溶仔酸素濃度'7)箸しい低下が予想ざ

れ為ため，試駄水にごく徽最ﾘ)麟素を皿気して蔵素飽ｲⅡ

度を60％以上にすあじ

いずれのｊＸＬ{1kも161昨'''11リル８IwlJl1l1H条IlKでiWlliril-為。

［jil」'1群辮庇

iMM腕j)Jの適Ilt1iW)奥は，マツrイで０２５９//，シロギスで

0」ユｇ//，アミメハギで()し型ｇ/／でああ。したがって．

体重０５９の試験蝋をそれぞれ特鵬)典|Xにl011lllIIf収蒋す

あとすあと，マダイで２０/以化，シT｣ギスで4()ノ｣１上，

アミメハギで２０ノ以｣二の,ijWjt水が必喋となあ゜マミチコ

グ此ぴジャワバグカの収絲'勝腫についてはⅢ1らかにさ;ＩＬ

ていないが，マダイとI叩舩I虻でよいと;‘えらＩ|為。

①ｉｉｆ験川'''１

４８～り6時|Ｍ１とする。

⑤ＬＣ５Ｗ)i11.節〃法

、j物プランクトンとliYIl;ｉｔのﾉﾉ慨で鰍１１Ｉする。

ただし，イiilll成分の１１１に１．:PAIｌのようにIIIlillil':作)Uを

有するものが勘()，その4;苑1:りだには似Ji11を饗す為。１１１１

だが非常に|ｲ;|#ｌＧな聯合には対象とな約lM1HKをiiljiMiilﾘi水'|’

に移し，数時11H放Wlした後１１１臆４１Ｚするかどうかで』k死判定

を行うことも可能である鱈なお，もしこの('１F|作が脈4旱し

た1,1[ちに献触水に炭す。

6）魚卵

流山illlの影瀞評liliに生態71jWk試験を迦｣i｣した'ﾀﾞリ（小,1，

他．199s）では．ヒラメＤｌ１でI荷い悠受fl;が報11了されてお

1入人手が可能であｵしば鮒nllを１１ルみこともiｻﾞえあ。

(l〕，ｉｆ験Ｉｉｌｉ

イri1lll類化態l胴21:拭験にいずれの瓜肌(ﾉ)Hljが過している

か'）jきらかではないが，前述のとお')ヒラメ卵の感受性

力穂いことば雌に確かめられており，ヒラメHIlを供試漁

卵とする。また，ヒラメＨ１】が入手できず，他の11KﾘiIllが人

手１１J能であ!しばそれを１１１いあ。

(2)，腺ｲﾘ:ルＵ腕

ｊ(1.911はI断つきやすいため`･１１４１１１にJ1XI)扱い,入下維ii1(

ちに試験を開始する．また、それぞｵLの煎り|】の孵化に蝿

する時間と産jiillしてから何時１１１１陵に試験をｌｌｌ始したかを

明らかにしておく”

１拭験水⑩,ＩＩ製

「5」水沸flZll1li分のMIIlML方法」でＭ１喫した水瀞M11l1Ii分

あるいはf[||処Jll1剤汎合水榊|Ｍ１:Illli分の;'11対鵬J虻をl()〔)％と

してこれを順次ろ過獅水で希釈し，iilrだの挫度の試験水

を調製す患今なお、臓接する鵬|史lXの比は２以'ずとすii6o

iAM製した試鹸水の入ったガヲスビーカーああい'よガラス

水ｉＩｌｌにヒラメ’11などのｊＭｌｌを入れ，MliM吋紛までのiiM察

を行う．`;'〔験１１１１鮒116}のり}1は．派１１１後で営為lml〕｢iUⅢにｉｉｌｔ

験水に辨露す翰舸なお，換水などのストレスが;lMll心発

牛に影響を及ぼすかどうかｲくり]な」鮒合．換水を行わない。

,２１試験期W

lillIi化終ｒ後48～７２MF''１１までとす為ヒラメlⅢlであれlｆ

ﾏ1５



水産庁】、３１－コ４．

藤J'二雄二・時桧端と.吉川藻1198.11rii及び多毛ilmのiWIif7

及び急性JljIIlZ試触方法の抜誹(I宵物１１/､(i馳膨櫛ilWliMli『
識１，水nItljg>，67-84＿

(1M．)化学品検iilE協会．１９s４．０１身CDG11idIilに１１)｢･rclMI11g1)r
Cbemi上ulhL〈fIz涛識j，，（鯛輔一法規Il1Illi，束〃(，ユー|【)０１〕１７．

ｲＥ下秀明・高久浩．１９１８．動物プランクトンの創行及び蕊hⅡ

議櫛の癩孟（宥嘗物質漁票影罫欝襟Mi告需．水巌庁)．１１－

３３．

小山次刈・角壌影・凝付ｉｉｉ・池111火美子・iW水11冊蝿・IIIIU

久，１９，８．流lllilllの海洋'１(物に対する[伽ﾔﾋ（識ｌｌＭＬ－Ｗｉ&
iilI樹の生態系の負荷とその｣鯵MHij．）]ﾄﾘ緬協．30.622-63(Ｌ

小山次期・黒島良介一街低惇，ｌリリユ汚染物賀iI1jifliUl12lMiのた

めの指標海i豐蕊選定．水環義挙会誌，15.804-813．

日本水産資源驍鍬会．1980．水蜜殖｣Mllj圏M<i1MＭ．ｐｐ､３Ｌ
奥村裕・小山次朗「1998．植物プランクトンに対ずあlll’iIM1ii（

験の１１#篭【有害物質漁業耀粋調１１洲〔告許，水派Ｊｆ〕『［２２－
l43-

iI1Mdllfyj，１りり，．マミチョグによ尉仙IlklIlj(JliI1(験法(nllijﾘ＆（沿

）諾生物に及ぼす↑〔i染物厩IJH)世↑'１１形聯iilIilli]z法⑩Ｉ１ｌＩＭｆにIMI十

罰研究成果燦告晋．農林水藤技術会読'Ⅱ,勝ⅢJ)，５－２２

下IMi宏之・床１１藷h拳・横須賀幸正，1998．試験魚介JifW)juiiElI1

紺時期と供給方法P)ｌＷＩｌＨ（何書物厩漁業彫jWliMWfWIfIhIl．,
水龍庁]，３４:-66.

1kｲrilil11Wli，』１１災九’995．師I1i1ij(lMUIlUWli,1jlll耽燃lmW:'Ⅱ蝿総

合NlI1iil＄（水１粒)１１M)，IDI〕.Ｓ()-58．
立L7IW【淵・''１１ｌ英夫．［997．クルマユピリ)寵|ﾉﾘii'ｌｆｊＦとクル可エ

ビに対する急性瀧ﾂﾞli試験（ｉＬｒ瀞物働測雛Ⅱ蝋lIlMjlhWlliIf1ll;‘

水産庁k78-9司

立,[｢晶浩・堀英夫．1998．アシナガモエピモｌｆキ⑪寵|ﾌﾞﾘAIWF
とクルマエビにJU･する急，lllZllji性試験（TT鱒物FiM1i雛１１(;聯iIM

：１１洲！'糯|:，水曜庁)．８５=１１１，

１ｴｲilMIf(li・Jlil災ﾉと．’991．アシナガモエビモドキノMLぴクルマ

エビに対する急性弥性,,(験とクルマエビ{二対'１－あ生物搬鮒

試験（有誓物質漁業影響調ｄｌＥ報告書，』,(厳｣ｆ)．（1【[]１１１１''1.）

ＴｈＤｍ悪.ＨａｎｄＬＢｕｄｉｎｎ【ara’１９”・Reproduclivclithis･
【orys1a学ＳＳＳn$ｉｌｍ１ｅＬｏ【〕i］a11dntll〕hlIM]1ｅｌ１ｅｉＩ１ＡＩｌｌ１１１【iじ
ｃｍａｋ己丁･jM7riilJdl日n'1rJwl・ﾉ？“.､３１．１勺一]万O＿

約48時間でM1ﾄﾞ化が終『す患ため，その後48時llllの仔魚観

察を行い．その死亡率を求める。また，マダイの聯合．

MlF化後48～721'#'１１１で１１１１１」しmMl1P1lltを始め燭ため，孵化後

721聯1111後までiilI察を緋けい|脇(のliE亡率を求める。

③試験条件

魚卵によって礎なるが．ヒラメ卵であれば１５°Ｃ程度．

マダイ卵であれば２０°Ｃ撒度とする。

酸素蝿;1iⅡ度を6()％以上に保つ、伽１１験『1叩fr71il成分の分

解などによ'〕，水''１沸仔酸纈iMLl災の鱒しいIublrが予想ざ

れあため，ル(験水にごく微批の蔽紫を通気して酸素飽和

度を60％以上にす為。ただし，樋々のストレスが魚卵の

発生に影響を及ぼす''1.能|'|；があるため．通気はTiy能な限

り微-1itとする。

ヒラメあるいはマダイのようにその９１１が緋遊Dl1の鰍

合,試験I．}I棚l験液をlMM1l;1-為必要はないが，マミチョグ

あK,いばジヘ･ワメダカのj)|lのように比'IYkJlUの｣鮒合，卵が

試験容器の底1mに術Ilf接していること避け`為ため。時々

試験液茜概ﾄﾞ|§す恥。

ｑ）LC5()およびＥＣ５０の|iけ#力恢

DIIのlllF化ﾘｷMlr5()％にlMr「す為搬腫（EC5()）をＬＣ５０

とl剛搬のﾌﾟﾉ慨で１１:llW-約。ヨ；た，Iill物プランクトンとﾄﾞﾘ

ｲiItの〃法でＩ'''化|J:jlqに対す為ＬCSOを御:}Hすゐ。さらに

MIF化イト蝋の奇形MiM察し，岱形j綴と↑''１分とのllLl係から奇

形が存意に｣WⅢ1すあ1111分を求めJ１６゜
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